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１．業務概要 

 

(1)業 務 名：令和5年度 戸倉体育館地質調査業務委託 

 

(2)業務箇所：千曲市磯部 

 

(3)業務目的：本業務は、新戸倉体育館建設事業のため、土質および地質の状態を把握するこ

とを目的とする。 

 

(4)業務内容：機械ボーリング        3箇所 計 28.00m 

標準貫入試験            計 28回 

現場透水試験               1回 

スクリューウエイト貫入試験 12箇所 計 20.93m 

室内土質試験               1式 

解析等調査                1式 
  ※調査数量詳細は表-1.1参照 

 

(5)履行期間：令和6年3月21日～令和6年7月31日 

 

(6)委 託 者：千曲市 企画政策部 公民共創推進室 新戸倉体育館建設係 

電話：026-273-1111(内線2242) FAX：026-273-1924 
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(7)準拠仕様： 

①令和5年度 戸倉体育館地質調査業務委託 特記仕様書 

②設計・測量・調査業務委託関係集（長野県） 

③地質・土質調査共通仕様書編（長野県） 

④JIS 日本産業規格（経済産業省） 

⑤地盤調査の方法と解説【平成25年3月】（地盤工学会） 

⑥地盤材料の方法と解説【平成21年11月】（地盤工学会） 

⑦ボーリング柱状図作成要領（案）解説書【平成11年】（JACIC） 

⑧建築基礎構造設計指針【2019年11月】（日本建築学会） 

⑨その他 
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 (8)調査数量 

 

表-1.2 地質調査数量一覧表 

地点番号 単位 

機械ボーリング スクリューウエイト貫入試験 

合計 

A-1 A-2 A-3 S-1 S-2 S-3 S-4 S-5 S-6 
S-6・ 

S-7 間 
S-7 S-8 S-9 S-10 S-11 

機械ボーリング 

φ86 ㎜ 

砂・砂質土 m 1.80 － － － － － － － － － － － － － － 1.80  

玉石混じり土砂 m 4.20 － － － － － － － － － － － － － － 4.20  

φ66 ㎜ 

砂・砂質土 m － 3.30 2.60 － － － － － － － － － － － － 5.90  

礫混じり土砂 m － 6.20 － － － － － － － － － － － － － 6.20  

玉石混じり土砂 m 2.00 3.50 4.40 － － － － － － － － － － － － 9.90  

計 m 8.00 13.00 7.00 － － － － － － － － － － － － 28.00  

標準貫入試験 

砂・砂質土 回 1 3 2 － － － － － － － － － － － － 6  

礫混じり土砂 回 － 7 － － － － － － － － － － － － － 7  

玉石混じり土砂 回 7 3 5 － － － － － － － － － － － － 15  

計 回 8 13 7 － － － － － － － － － － － － 28  

現場透水試験 ケーシング法 回 1 － － － － － － － － － － － － － － 1  

スクリューウエイト貫入試験 m － － － 0.68 0.99 1.71 1.91 1.58 1.55 1.64 2.19 1.91 2.77 1.75 2.25 20.93  

室内土質試験 

土粒子の密度試験 試料 1 3 1 － － － － － － － － － － － － 5  

土の含水比試験 試料 1 3 1 － － － － － － － － － － － － 5  

土の粒度試験 試料 1 3 1 － － － － － － － － － － － － 5  
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図-1.2 調査地点位置図[S=1:1500]
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２．調査方法 

 

2-1.機械ボーリング 

ボーリング機械は図-2.1.1に示す油圧式ロータリーボーリングマシンを使用し、掘削孔径φ66

～116㎜のノンコアボーリングを実施した。掘削作業はスライムの状況、掘進速度あるいは送水圧

の変化等にも注意し、地質変化の確認をしながら掘進を行った。孔内水位は作業開始前および作

業後に測定し、作業中に変化が認められる場合にもこれを記録した。 

採取した試料は所定の格納箱に収納し、地質標本として整理した。また地質の観察結果はボー

リング柱状図として整理した。ボーリングは予定深度に達した場合に監督員に地質状況等を報告

し、検尺等の指示を受け掘進完了とした。掘削後はボーリング孔をセメントミルクや発生土で埋

戻して現状に復旧した。 

 

ロータリーボーリング(スピンドル型)ハイドロリックフィード式 

 
原  理 

ロッドの先端に取り付けられたビットにスピンド

ルを経て給圧と回転が与えられて土や岩を切削、粉

砕しながら掘進し、掘り屑は清水または泥水等の循

環流体により孔外に排除することを基本的機構とす

るが、給圧が油圧によって与えられる方式。 

目  的 

 すべての土～岩に任意の角度に穿孔し、連続サン

プリングによる試料の採取を主目的として、併せて

各種孔内原位置試験測定を行うことを目的とする。

掘進孔径はビットにより任意に選定されるが、普通

コアビットで100㎜以下、ノンコアビットでは250㎜

以下で調査目的に使用されることが大部分である。 

図-2.1.1 機械ボーリング概要図 



6 

や
ぐ

ら
の

高
さ

～
50

0 
70

0
cm

落
下

高
（

）
 
76

±
1c

m
 

中
心
線

鉛
頂

滑車

半自動落下装置

（ドライブハンマー 63.5±0.5 kg)

（ ）ドライブハンマーつり上げ用ロープ 引綱 

やぐら

ノッキングブロック

ボーリング機械

コーンプーリーまたは巻上げドラム
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ボーリング孔

標準貫入試験用サンプラー
： ，規定貫入量 予備打ち15㎝ 本打ち30㎝

2-2.標準貫入試験(JIS A 1219) 

JIS A 1219に基づき、重量63.5±0.5kgのハンマーを76±1㎝の高さから自由落下させて、標準

貫入試験用サンプラーを30㎝貫入させるに必要な落下回数をＮ値として記録し、ボーリング柱状

図にまとめた。 

Ｎ値は10㎝貫入毎に落下回数を記録し、50回落下打撃しても貫入量が30㎝に達しないときは、

50回落下打撃に対する貫入量を記録した。またサンプラーに採取した土質試料は含水の変化がな

いようにビニール袋に入れて保存し、現場で土質観察をしたのちに格納箱に収めた。 

図-2.2.1に標準貫入試験方法および器具を示し、表-2.2.1にＮ値と相対密度および現場判別法

との関係、表-2.2.2にはＮ値と粘土の相対稠度および一軸圧縮強さとの関係を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

標準貫入試験用サンプラー         アンビル        ハンマー 

図-2.2.1 標準貫入試験方法および器具 

※出典：新版 ボーリングポケットブック 社団法人 全国地質調査業協会連合会 
  

アンビル 
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表-2.2.1 Ｎ値と砂の相対密度の関係(Terzaghi and Peck) 

Ｎ値 相対密度 

(Terzaghi and Peck) 
現場判別法 

0～ 4 非 常 に 緩 い 

（very loose） 
鉄筋が容易に手で貫入 

4～10 緩  い 

（loose） シャベル・スコップで掘削可能 

10～30 中  位 

（medium） 鉄筋を5ポンドハンマで打込み容易 

30～50 密  な 

（dense） 同上,30cm程度貫入 

50以上 非常に密な 

（very dense） 
同上,5～6cm程度,掘削につるはし必要,打

込み時に金属音 

※鉄筋はφ13mm 

※出典：地盤調査の方法と解説 

 

表-2.2.2 Ｎ値と粘土のコンシステンシー,一軸圧縮強さの関係(Terzaghi and Peck) 

Ｎ値 一軸圧縮強度 

qu(kN/m
2) 

コンシステンシ－ 

0～ 2 0.0～24.5 非常に柔らかい 

2～ 4 24.5～49.1 柔らかい 

4～ 8 49.1～98.1 中位の 

8～15 98.1～196.2 硬い 

15～30 196.2～392.4 非常に硬い 

30以上 392.4～ 固結した 

※出典：地盤調査の方法と解説 
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2-3.現場透水試験(地盤工学会基準:JGS 1314-2012) 

現場透水試験は、地盤の透水性および地下水位を把握するため、ケーシング法で実施した。 

試験は、回復法で実施した。孔内水位は翌朝まで放置し、水位の変動がないことを確認した上

で、この試験深度における平衡水位とした。透水係数 k は、時間～水位差曲線から下式により求

めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3.1 現場透水試験測定概略図 

 

aDL
L
d

k e   )/2log(
8
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ここに、 k ：透水係数(m/sec) 
       de ：手動式水位測定の場合、de＝d 
      d ：測定用パイプ（ケーシング）の内径(m) 
        L ：試験区間長さ(m) 
        D ：試験区間の孔径(m) 
        a ：logs-t 曲線の直線部の勾配 
 
 
 
 
   s1・s2 ：孔内水位(m) 
   t1・t2 ：孔内水位 s1・s2に対応する経過時間(sec)   

12

21 )/log(
tt
ssa
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2-4.スクリューウエイト貫入試験 

①適用範囲  

スクリューウエイト貫入試験は、原位置における土の硬軟、締まり具合又は土層の構成を判

定するための静的貫入抵抗を求める試験である。 

なお、本調査では、以下の図-2.4.1に示す、“全自動貫入装置”を用いて試験を実施した。 

この試験機は自沈の状態を機械が検出し、自動的に6段階の荷重を調整するもので、荷重Ｗsw

が1kNに達すると、ロッド駆動用モータにより回転を加えるものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.4.1 全自動式スクリューウエイト貫入試験機 
メーカー資料より 
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表-2.4.1 全自動式スクリューウエイト貫入試験機仕様 

型 式 SS202型 

試験方式 コンピュータ制御による自動貫入試験 

標準モード：ジオカルテと同様 

JIS モード：JIS-A1221 2020に準ずる 

試験荷重 

の変更 

自沈状態を自動検出し、6段階で自動切り換え 

(0.05、0.15、0.25、0.50、0.75、1.00kN) 

チャック 

開閉方式 

自動でロッドをチャッキング、手動でチャック開放 

貫入ロッド φ19×750mm溝付き 外周３カ所に溝加工 

最大ロッド 

回転速度 

25.0rpm (通常モード時) 

16.1rpm (パワーモード時) 

ロッド最大 

回転トルク 

205.9Ｎ・ｍ (パワーモード時) 

最大昇降速度 159.1mm/秒 (通常モード時) 

119.4mm/秒 (パワーモード時) 

制御方式 マイコン制御(32ビット制御用マイコン使用) 

試験データ 

記録 

標準モード：自沈時 状態変化で記録、ロッド回転時 250mm毎記録 

JIS モード：自沈時 状態変化と250mm毎記録、ロッド回転時 250mm毎記録 

試験データ 

出力 

内蔵プリンタを使用して印刷 

通信(RS232C)を使用してパソコン等に出力 

コンパクトフラッシュに出力 

試験データ 

出力内容 

試験情報(試験年月日、時間、試験番号) 

試験データ(貫入量、荷重、半回転数、観察記録、ロッド回転トルク等) 

データ 

記憶容量 

50ポイント分(10ｍ貫入、自沈なしの場合) 

試験機構造 ビルドブロック式 

(5つのユニットに分割され、各ユニットの質量は25㎏以下) 

試験機寸法 W630×D900(1100)×H1290 

カッコ内は車輪引き出し時(試験時) 

試験機質量 103㎏(おもり無し) 147㎏(おもり含む) 

制御装置寸法 W300(410)×D300×H410 

カッコ内は運搬用取手部を含んだ最大寸法 

制御装置質量 20㎏ 

電源仕様 単相AC100V±5% 15A(通常試験時) 23A(最大の引き抜き力時) 

50/60Hz(関東/関西両用) 

使用温度 0～45℃ 

メーカー資料より引用 
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②試験方法 

スクリューウエイト貫入試験機は、図-2.4.1に示すものでロッド、スクリューポイント、油

圧式クランプ、おもりよりなり、試験方法は次のように行う。 

・全自動貫入試験機により、スクリューポイントならびにロッドにかかる荷重が段階ごとに

50N(5kg)、150N(15kg)、250N(25kg)、500N(50kg)、750N(75kg)、1000N[1kN](100kg)となる

ように設定されており、機械によりこの段階で荷重が載荷され、段階ごとのロッドの貫入

の有無(貫入が認められた場合、その貫入量)を自動測定する。 

・おもりが1000N[1kN](100kg)になっても貫入しなければ、ロッドに鉛直方向の力が加わらな

いように自動で回転を加え、25cm貫入させるのに要する半回転数を自動測定する。 

・荷重Ｗswと貫入量Ｌおよび、貫入量1ｍ当たりの半回転数Ｎswから、調査結果図を作成する。 

 

ここで、Ｎswは次式より算定する。 

              

    Ｎsw =   ×Ｎa (回/ｍ)   ･････････ 式-2.4.1 

     記号 

Ｎsw：1ｍあたりの半回転数(回/ｍ) 

Ｌ ：貫入量    (cm) 

Ｎa ：半回転数  (回) 

 

③試験値を用いた、Ｎ値、許容支持力の算定 

※推定Ｎ値の算定方法 

スクリューウエイト貫入試験結果と標準貫入試験によるＮ値には、式-2.4.2に示す関係式が

得られている(出典：「地盤調査の方法と解説・地盤工学会2013」)。 

スクリューウエイト貫入試験とＮ値の関係式 

(砂質土) 

Ｎ＝2×Ｗsw＋0.067×Ｎsw   (回)   ･･･ 式-2.4.2① 

(粘性土) 

Ｎ＝3×Ｗsw＋0.050×Ｎsw   (回)   ･･･ 式-2.4.2② 

 

記号 

Ｎ  ：Ｎ値 

Ｗsw：荷重(kN) 

Ｎsw：1ｍあたりの半回転数(回/ｍ) 

   

Ｌ

100
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2-5.室内土質試験 

標準貫入試験により採取した試料を用い、以下に示す室内土質試験を実施した。なお、室内土

質試験の試験方法は日本産業規格(JIS)準拠し、表-2.5.1 に示す試験を実施した。 

 

表-2.5.1 室内土質試験項目 

試験の項目 
試験結果から 

得られる主な値 
試験結果の利用 試験の規格 

土粒子の密度 土粒子の密度 
土の基本的性質の計算 

粒度試験の沈降分析 
JIS A 1202 

含 水 比 含 水 比 
土の基本的性質の計算 

土の鋭敏度合の判別 
JIS A 1203 

粒   度 

ふるい分析 

沈降分析 

最 大 粒 径 

粒径加積曲線と各粒径 

均等係数,曲率係数 

土の分類 

粘土の圧縮性の判別 

砂質土の安定性の判別 

JIS A 1204 
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３.地形・地質概要 

 

3-1.地形概要 

調査地はJRしなの鉄道線「戸倉駅」の南方向1.5km付近に位置している。 

長野県北東部付近の地形は信濃川の中流域の千曲川により形成された盆地が並び、北側から

飯山盆地、長野盆地、上田盆地、佐久盆地が流域に広がる。千曲川両岸では緩斜面が多いが、

同じ信濃川中流域の犀川では急傾斜の峡谷が多く、千曲川流域とは異なる複雑な地形を形成し

ている。千曲川流域の各盆地は周辺の山岳地帯からもたらされる大量の土砂と水により形成さ

れたもので、千曲川流域には新生代の火山岩類から成る火山や堆積岩類から成る山地が分布し

ている。このうち長野盆地周囲は新生代(中新世～更新世)の新しい堆積岩類が多く分布してい

る。さらに上流の佐久盆地付近では浅間山や八ヶ岳に代表とされる新生代火山岩類の山地に囲

まれ更新世～完新世の火山岩類および第四紀火山の岩屑が分布している。 

このうち、千曲川によって形成された氾濫平野に位置している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典･加筆:日本列島の地質[丸善㈱1997] 

図-3.1.1 長野県北東部の地形図 

調査地 
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※出典･加筆:20万分の1土地分類図･長野県[経済企画庁総合開発局昭和49年] 

図-3.1.2 調査地周辺の地形分類図 

 

調査地 
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3-2.地質概要 

千曲川沿い、神川沿いには河岸段丘堆積物が分布する。段丘には現河床より比高1～2m程度の

段丘と6～8m程度の段丘がある。いずれも千曲川、神川により運搬された礫層を主体とし、砂層

をわすかに挟む堆積物からなる。 

これらの堆積物は水流の影響を受けて、マトリックス部分の細粒堆積物が欠如しているため

に透水性に富んでいる。層厚は場所によって変化するが、一般に千曲川流域で厚く10mを超える

部分もある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※出典･加筆:長野県 地学のガイド[コロナ社]    

図-3.2.1 長野県の地質区分図 

調査地 



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典･加筆:20万分の1地質図「長野」[産総研 地質調査総合センター] 

図-3.2.2 調査地周辺の地質図 

調査地 
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地層
記号

主な
土質名

Ｎ値
[平均]

現
世

B
砂質土
礫質土

2～100
[24.4]

完
新
世

Ag
玉石混じり砂礫
粘土混じり砂礫

22～100
[74.5]

第
　
四
　
紀

時代 地層名

埋　土　層

沖積砂礫層

４．調査結果 

 

4-1.ボーリング結果およびスクリューウエイト貫入試験結果 

調査地においては、調査ボーリングを3地点実施し、体育館建設予定敷地全体の平面的な地

層分布状況と、旧河道が想定される箇所の軟弱土の有無を確認することを目的とし、スクリュ

ーウエイト貫入試験を12地点で実施した。地層や地質状況の観察結果およびＮ値等は巻末のボ

ーリング柱状図およびスクリューウエイト貫入試験データに整理した通りである。次よりボー

リング結果、スクリューウエイト貫入試験結果および地層状況などを示す。 

本調査で確認された地層は、2地層に区分される。それらの地質状況や地層構成を表-4.1.1

に示す。また、巻末添付資料および図-4.1.1に推定地層断面図を示す。 

地層構成は、地表からGL-2m付近までは砂質土、礫質土を主体とした埋土層(B)からなり、B

層以深から最終深度の13m付近までは、河岸段丘堆積物である沖積砂礫層(Ag)が分布している。

なお、スクリューウエイト貫入試験は、先端のスクリュー部分がB層の礫などに当たり貫入不

能となる箇所が多く、S-9を除いた箇所ではおおよそGL-2m以浅のB層内で調査を終了している。 

 

表-4.1.1 地層層序表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※Ｎ値は、スクリューウエイト貫入試験の推定Ｎ値も含んだ値である 

 ※Ｎ値範囲・平均は実測Ｎ値または換算Ｎ値の分布と平均を示す 

 ※換算Ｎ値は(実測Ｎ値/実測貫入量)×30cmを示す 

 ※換算Ｎ値は上限100とする 

 

表-4.1.2 スクリューウエイト貫入試験結果表（換算表） 

地点番号 
貫入深さ 

（m） 
換算Ｎ値 

長期許容 

支持力qa 

（kN/m2） 

貫入終了 

地層 

S-1 0.68 30～47 120 盛土層 B 

S-2 0.99 12～28 120 盛土層 B 

S-3 1.71 2～49 32～120 盛土層 B 

S-4 1.91 17～109 120 盛土層 B 

S-5 1.58 10～61 97～120 盛土層 B 

S-6 1.55 12～103 119～120 盛土層 B 

S-6，S-7間 1.64 5～24 54～120 盛土層 B 

S-7 2.19 8～42 80～120 盛土層 B 

S-8 1.91 6～61 68～120 盛土層 B 

S-9 2.77 3～203 42～120 沖積砂礫層 Ag 

S-10 1.75 11～45 109～120 盛土層 B 

S-11 2.25 6～61 64～120 盛土層 B 
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図-4.1.1 断面切断図[縮尺 1:1500] 
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図-4.1.2 推定地層断面図[縮尺 横1:3000 縦1:200] 
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以下、調査地で確認された各層の特徴を概説する。 

 

・埋土層(B) 

砂質土、礫質土を主体とした埋土よりなる。φ50～250mm程度の玉石が所々に混入する。部

分的に木片、コンクリートガラが混入する。 

色調は茶灰、暗茶灰、暗灰、褐灰を呈する。 

層厚は1.80～2.60m、Ｎ値は2～100、平均Ｎ値は24.4を示す。相対密度は非常に緩い～非常

に密な状態である。 

 

・沖積砂礫層(Ag) 

φ5～40mm前後の亜円礫を主体とする。確認された最大礫径はφ120mm前後で、非常に硬質

な玉石が多く混入する。マトリックスは、粒径不均一な細砂・中砂を主体とする。 

含水は中位～多い状態である。 

色調は、褐灰、黄褐、茶灰、暗茶灰、暗茶褐を呈する。 

層厚は4.85～11.29m、Ｎ値は22～100、平均Ｎ値は74.5を示し、相対密度は中位～非常に密

な状態である。 
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B 1

Yus

Yuc

Ylc ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 89 最小Ｎ値 =  2.0
Nc

Ns 平均値 Ｎ = 24.4 最大Ｎ値 =  100.0
Edg

標準偏差 σ = 21.8 変動係数 =  0.89

ｻﾝﾌﾟﾙ数 ｎ = 25 最小Ｎ値 =  22.0

平均値 Ｎ = 74.5 最大Ｎ値 =  100.0

標準偏差 σ = 26.5 変動係数 =  0.36
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4-2.標準貫入試験結果 

標準貫入試験結果およびスクリューウエイト貫入試験の推定Ｎ値を整理し、地層別Ｎ値を表-

4.2.1に示す。また各層のＮ値ヒストグラムを図-4.2.1に示す。 

 

表-4.2.1 Ｎ値集計表 

地層 

記号 
データ個数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 変動係数 

B 89 2 100 24.4 21.8 0.89 

Ag 25 22 100 74.5 26.5 0.36 

※換算Ｎ値の上限は100とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.2.1 地層別Ｎ値ヒストグラム 

 

(1)埋土層(B) 

得られたデータ数は89個、最小Ｎ値は2、最大Ｎ値は100、平均Ｎ値は24.4で、非常に緩い～

非常に密な地層である。標準偏差は21.8でＮ値のばらつきが大きい地層である。 

 

(2)沖積砂礫層(Ag) 

得られたデータ数は25個、最小Ｎ値は22、最大Ｎ値は100、平均Ｎ値は74.5で、中位～非常に

密な地層である。標準偏差は26.5でＮ値のばらつきが大きい地層である。 
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4-3.地下水位 

ボーリング掘削中およびボーリング掘削後に確認された孔内水位を表-4.3.1に示す。 

孔内水位は、各孔ともGL-2.00mまで無水で掘削したが確認されなかった。以深は礫などで無水

掘削が困難となったため、泥水の送水掘削に切替、掘進した。 

H=379.34～380.52m(GL-0.50～1.15m)で確認された孔内水位はいずれも泥水であり、無水掘削時

にGL-2.00mまで孔内水位が確認されなかったことから、この水位は前日の孔内水位が下がりきら

なかった泥水位であり、実際の地下水位とは異なる水位であると考えられる。 

H=375.53～376.14m(GL-4.88～5.40m)で確認された孔内水位はいずれも清水位であり、これらの

水位は、調査地に恒常的に帯水している地下水位であると考えられる。したがって、確認された

水位のうち最も高い水位であるH＝376m付近が、安全側に想定される地下水位であると推察される。 

 

表-4.3.1 孔内水位 

地点No. 
水位深度 

GL-(m) 

水位標高 

H＝(m) 
水位種類 

帯水 

地層 
観測日 掘削状況など 

A-1 

無し 無し - - R6/6/6 GL-2.00mまで無水掘削 

0.95 379.98 泥水位 B R6/6/7 GL-5.00m掘削後翌朝 

5.30 375.63 清水位 Ag R6/6/8 GL-8.00m掘削後翌朝 

5.40 375.53 平衡水位 Ag R6/6/11 現場透水試験 

A-2 
無し 無し - - R6/6/3 GL-2.00mまで無水掘削 

1.15 379.34 泥水位 B R6/6/5 GL-9.00m掘削後翌朝 

A-3 

無し 無し - - R6/6/11 GL-2.00mまで無水掘削 

0.50 380.52 泥水位 B R6/6/13 GL-5.00m掘削後翌朝 

4.88 376.14 清水位 Ag R6/6/14 GL-7.00m掘削後翌朝 
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4-4.現場透水試験結果 

本試験は、沖積砂礫層(Ag)の透水係数を把握することを目的に実施した。現場透水試験結果の

詳細は、巻末資料の現場透水試験データに示す。 

表-4.4.1に現場透水試験結果の一覧表、図-4.4.1に透水性と土質区分の関係を示す。 
 

【表 3-5-1】現場透水試験結果 

地点 

No. 

地層 

記号 

試験深度 

GL-(m) 
土  質  名 方法 

透水係数k 

(m/s) 

平衡水位 

GL- 

(m) 

H= 

(m) 

A-1 Ag 6.00～6.50 
粘土混じり玉石 

混じり砂礫 回復 2.62×10-4 5.40 375.53 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図-4.4.1 透水係数の概略目安  ↓:試験値 

出典) 現場技術者のための地質調査技術マニュアル：関東地質調査業協会 

 

試験を実施したAg層の土質は粘土混じり玉石混じり砂礫であり、図-4.4.1より透水係数の概略

値は 10-5～10-2（m/s）程度であると考えられる。試験結果から Ag 層の透水係数は k＝2.62×10-4

（m/s）が得られ、概略値の範囲内の値が得られた。   
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1 3

1-P-1 2-P-1 2-P-2 2-P-3 3-P-1

3.15 5.15 8.15 11.15 3.15
～ ～ ～ ～ ～

3.34 5.45 8.45 11.45 3.34

Ag Ag Ag Ag Ag

2.753 2.739 2.741 2.821 2.748

6.0 10.0 8.3 27.9 5.8

73.0 52.8 59.8 36.6 68.7

20.3 35.8 28.0 38.9 22.1

4.7 7.6 7.4 17.1 6.4

2.0 3.8 4.8 7.4 2.8

細粒分まじり

砂質礫

細粒分まじり

砂質礫

細粒分まじり

砂質礫
細粒分質礫質砂

細粒分まじり

砂質礫

(GS-F) (GS-F) (GS-F) (SFG) (GS-F)

試　料　番　号

深　度　(GL-m)

地盤材料の分類名

自然含水比 Ｗ n  (%)

砂分    75μm～2mm   (%)

一般

分　類　記　号

分

類

地　層　記　号

地点No.

粒

度

特

性

シルト分 5μm～75μm (%) 

礫分     2mm～75mm   (%)

土粒子密度 ρs (g/cm
3
)

粘土分   5μm未満    (%)

2

4-5.室内土質試験結果 

室内土質試験は、標準貫入試験により採取した試料を用いて実施した。 

その結果は表-4.5.1 室内土質試験一覧表に示すとおりである。また、詳細は、添付資料「室内

土質試験データ」を参照されたい。 

 

表-4.5.1 室内土質試験一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下に試験結果について述べる。また、物理特性および力学特性の一般値を表-4.5.2に示す。 

 

表-4.5.2 物理特性と力学特性の一般値 

土質分類 
土粒子の密度

ρS(g/cm3) 

自然含水比 

ｗn (％) 

液性限界 

ｗL (％) 

塑性限界 

ｗP (％) 

湿潤密度 

ρt(g/cm3) 

砂 2.6～2.8 5～20 
 30～ 50  20～ 40 

1.6～2.0 

砂質土 2.5～2.7 20～40 1.6～1.8 

砂質シルト 2.5～2.7 30～60  40～ 70  30～ 50 1.6～1.8 

粘土・シルト 2.5～2.7 50～100  40～120  30～ 70 1.4～1.7 

高有機質土 ----- 50～1200 ----- ----- 1.0～1.5 

関東ローム 2.7～2.8 80～150  50～150  30～ 70 1.2～1.6 

ローム質粘土 2.5～2.7 42～112 60～134 24～59 1.3～1.7 

礫 2.5～2.8 3～35 32～79 18～31 1.7～2.2 

出典)「土質試験 基本と手引き方法」(社)地盤工学会、｢関東ロームの土工」高速道路調査会 
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(1)土の粒度試験(粒度分布) 

粒度試験結果は表-4.5.3に示すとおりである。 

 

表-4.5.3 粒度試験結果(粒度分布) 

地層 

記号 

礫 分 

(％) 

砂 分 

(％) 

シルト分 

(％) 

粘土分 

(％) 

Ag 36.6～73.0 20.3～38.9 4.7～17.1 2.0～7.4 

 

粒度試験結果より、各層の土質分類は表-4.5.4のとおりとなる。 

 

表-4.5.4 土質分類 

地層 

記号 
地盤材料の分類名 分類記号 

Ag 
細粒分まじり砂質礫 

細粒分質礫質砂 

(GS-F) 

(SFG) 

 

各試料の粒径加積曲線を図-4.5.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.5.1 粒径加積曲線 
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図-4.5.2 粒径加積曲線の線形例 

 

各試料の粒度組成は、図-4.5.2 に示した線形例と比較すると、「粒度分布の良い」曲線と

「粒度均一な」曲線の中間的な曲線を示す。 

 

(2)土粒子の密度試験(ρs) 

土粒子の密度試験結果を表-4.5.5に示す。 

 

表-4.5.5 土粒子の密度試験結果 

地層 

記号 
土粒子の密度 ρs(g/cm3) 

表-4.5.2による 

土質分類 

一般値 

ρs(g/cm3) 

Ag 2.739～2.821 礫 2.5～2.8 

 

表-4.5.2の一般値と試験値を比較すると、Ag層の試験値は一般値の上限に近い値である。 

 

(3)土の含水比試験(ｗn) 

土の含水比試験結果を表-4.5.6に示す。 

 

表-4.5.6 土の含水比試験結果 

地層 

記号 
含水比 ｗn(％) 

表-4.5.2による 

土質分類 

一般値 

ｗn(％) 

Ag 5.8～27.9 礫 3～35 

 

表-4.5.2の一般値と試験値を比較すると、Ag層の試験値は一般値の範囲内の値である。 
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５．総合解析 

 

5-1.地質の分布と性状 

調査地周辺は、千曲川によって形成された谷状の氾濫平野が広がっている。千曲川沿いの低地

では、用水路が網の目のように整備されており、ほとんどが水田として利用されている。 

地層構成は、千曲川の運搬作用によって砂、礫などの河川堆積物が積層しており、調査地では、

地表から 2m 付近までは砂質土、礫質土を主体とした埋土層(B)が分布し、2m 以深では、玉石を多

く含む沖積砂礫層(Ag)が調査最終深度の 13m 付近まで分布している。 

B 層は、Ｎ値が 2～100、平均Ｎ値が 25.6 であり、ほとんどがＮ値 50 以下の地層である。Ag 層

は、Ｎ値が22～100、平均Ｎ値が74.5であり、ほとんどがＮ値50以上と高いＮ値が確認されてお

り、地質状況は安定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1 代表推定地層断面図[縮尺 横 1:3000 縦 1:200] 

 

 

調査地の詳細な地形分類は、図-5.1.2 に示すとおりであり、調査地内に旧河道が存在している。

一般的に、旧河道の地層構成は、軟弱な粘性土が表層に分布していることが多いが、調査地の旧

河道は、山地に挟まれた扇状地的な氾濫平野にあり、調査結果からも砂、礫などの河川堆積物が

分布しており、軟弱な粘性土の分布は確認されなかった。 
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図-5.1.2 詳細地形分類図 
                     出典)ベクトルタイル地形分類、地理院地図 HP 

 

※旧河道の定義 

「過去の河川流路の跡、河道変遷によって流路から切り離され、それが細粒の泥土で埋設され

た部分」 

出典)「治水地形分類図」解説書平成27年8月国土地理院防災地理課 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

□：調査地 
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5-2.土質定数の提案 

ここでは、調査結果をもとに、以下に示す土質定数の提案を行う。 

（1）Ｎ 値 

（2）単 位 体 積 重 量 γt (kN/m3) 

（3）せん断強度定数 ｃ (kN/m2),φ （°） 

（4）変 形 係 数  Ｅ0 (kN/m2) 

 

(1)Ｎ 値 

設計用Ｎ値は各層の測定Ｎ値の平均値を基本とするが、試験頻度が多くＮ値のばらつきが大

きい場合には標準偏差を考慮した式-5.2.1により求める。算出結果を表-5.2.1 に示す。 

 

・設計Ｎ値(Ｎ)＝平均Ｎ値－(標準偏差÷2)  ････････ 式-5.2.1 

 

表-5.2.1 設計用Ｎ値一覧表 

地層名 
地層 

記号 

実測Ｎ値 

範囲 
データ数 平均値 

標準 

偏差 

設計 

Ｎ値 

埋土層 B 2～100 89 24.4 21.8 14 

沖積砂礫層 Ag 22～100 25 74.5 26.5 61 

※Ｎ値集計詳細は、4-2.標準貫入試験結果 表-4.1.1 参照 

※換算Ｎ値の上限は100とする 
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(2)単位体積重量 γt 

単位体積重量は、表-5.2.2 を参考に提案する。 

 

表-5.2.2 定数設定の参考表 

種 類 形   状 

単位体積

重量

(kN/m3) 

内部摩擦

角(°) 

粘着力 

(kN/m2) 

摘 要 

(統一分類) 

盛
土 

礫および

礫混じり

砂 

締め固めたもの 20 40 0 (GW),(GP) 

砂 
締め固めた

もの 

粒度の良いもの 20 35 0 
(SW),(GP) 

粒度の悪いもの 19 30 0 

砂質土 締め固めたもの 19 25 30 以下 (SW),(SC) 

粘性土    〃 18 15 50 以下 
(ML),(CL) 

(MH),(CH) 

関東 

ローム 
   〃 14 20 10 以下 (VH) 

自
然
地
盤 

礫 

密実なものまたは粒度の良いもの 20 40 0 

(GW),(GP) 密実でないものまたは粒度の悪い

もの 
18 35 0 

礫混じり

砂 

密実なもの 21 40 0 
〃 

密実でないもの 20 35 0 

砂 

密実なものまたは粒度の良いもの 20 35 0 

(SW),(SP) 密実でないものまたは粒度の悪い

もの 
18 30 0 

砂質土 
密実なもの 19 30 30 以下 

(SM),(SC) 
密実でないもの 17 25 0 

粘性土 

固いもの(指で強く押し多少へこ

む) 
18 25 50 以下 

(ML),(CL) やや軟いもの(指の中程度の力で

貫入) 
17 20 30 以下 

軟いもの(指が容易に貫入) 16 15 15 以下 

粘土 

および 

シルト 

固いもの(指で強く押し多少へこ

む) 
17 20 50 以下 

(CH),(MH) 

(ML) 
やや軟いもの(指の中程度の力で

貫入) 
16 15 30 以下 

軟いもの(指が容易に貫入) 14 10 15 以下 

関東 

ローム 
 14 5(φu) 30 以下 （VH） 

※出典･加筆:設計要領 第一集 令和2年7月・NEXCO 
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表-5.2.3 単位体積重量γtの決定方法と代表値 

地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位体積重量 

γt(kN/m
3) 

単位体積重量の決定方法 

埋土層 B 14 20.0 
表-5.2.2盛土・礫および礫混

じり砂・締固めたもの 

沖積砂礫層 Ag 61 20.0 
表-5.2.2自然地盤・礫・密実

なもの 

 

(3)せん断強度定数 ｃ,φ 

粘着力ｃとせん断抵抗角φは、設計用Ｎ値から下記の方法で求める。 

・粘着力ｃ:一般的に広く用いられているテルツアッギ・ペックの式-5.2.2 より求める。

ただし、砂質土および礫質土の粘着力はｃ＝0(kN/m2)とする。 

ｃ＝1/2ｑu＝6.25Ｎ(kN/m2)(φ＝0°)･･････････････････ 式-5.2.2 

 

・せん断抵抗角φ:「建築基礎構造設計指針(日本建築学会)2019 年」に示す式-5.2.3 より

求める。ただし、粘性土についてはφ＝0(°)とする。 

 

φ＝√20𝑁 + 15（°） ････････････････････････････ 式-5.2.3 

 

表-5.2.4に粘着力ｃおよびせん断抵抗角φ一覧表を示す。 

 

表-5.2.4 粘着力ｃおよびせん断抵抗角φ一覧表 

地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

粘着力 
せん断 

抵抗角 せん断強度の決定方法 

ｃ(kN/m2) φ(°) 

埋土層 B 14 0 31 表-5.2.3 より 

沖積砂礫層 Ag 61 0 49 表-5.2.3 より 
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(4)変形係数 Ｅ 

変形係数(Ｅ)は、「地盤調査の方法と解説(地盤工学会)」の図-5.2.1 に示される式-5.2.4 か

ら提案する。変形係数(Ｅ)の提案値を表-5.2.5 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.1 変形係数とＮ値の関係図 

 

Ｅ＝670Ｎ 0.986(kN/m2)  (Ｎ値からの算定) ･････････････････ 式-5.2.4 

ここに、 

Ｎ：Ｎ値 

 

表-5.2.5 変形係数Ｅ一覧表 

地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

変形係数Ｅ 

(MN/m2) 
変形係数Ｅの決定方法 

埋土層 B 14  9.0 
式-5.2.4 より 

9,039kN/m2＝9.0MN/m2 

沖積砂礫層 Ag 61 38.5 
式-5.2.4 より 

38,584kN/m2＝38.5MN/m2 
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(5)土質定数のまとめ 

提案した土質定数をまとめ表-5.2.6 に示す。 

 

表-5.2.6 設計用土質定数一覧表 

地層名 
地層 

記号 

設計 

Ｎ値 

単位体積 

重量 

γt(kN/m
3) 

粘着力 

ｃ(kN/m2) 

せん断 

抵抗角 

φ(°) 

変形係数 

Ｅ(MN/m2) 

埋土層 B 14 20.0 0 31  9.0 

沖積砂礫層 Ag 61 20.0 0 49 38.5 
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5-3.地盤の液状化検討 

日本建築学会「建築基礎構造設計指針2019」によれば、液状化判定が必要な土層として以

下の事項が記述されている。 

・対象深度：GL-20mまでの地下水位以下の飽和土層 

・細粒分含有率Ｆc≦35％の土層（Ｆc＞35％でも、粘土分含有率が10％以下、または塑性

指数Ｉp≦15の埋立あるいは盛土地盤は対象とする） 

・細粒分を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫、洪積層でもＮ値が小さな土層でも検

討を行う。 

また、「2020年版 建築物の構造関係技術基準解説書」では、以下の事項に当てはまる場

合に液状化のおそれがないことを確認する必要がある、と記述されている。 

・地表面から20mの深さ以内にあること 

・砂質土で粒径が比較的均一な中粒砂からなること 

・地下水位以下にあって，水で飽和していること 

・Ｎ値が概ね15以下であること 

 

調査地の地下水位は、前述の「4-3.地下水位」で述べたとおり、H＝376m付近にあり、地下

水位以深から20mまでの地層は、沖積砂礫層(Ag)が分布する。 

Ag層は粒度試験結果より、Ｆc＝6.7～24.5％≦35％であるが、Ｎ値が22～100と15を上回る

地層であることから、液状化対象層から除外される。 

以上より、調査地では、液状化対象層が存在しないことから、液状化発生の可能性は非常

に低いと判定される。 

なお、図-5.3.1に示す液状化危険度マップにおいても、調査地は液状化危険度が「なし～

極めて低い」の地域に属していることから、調査地での液状化の危険性は極めて低いと予測

される。   
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図-5.3.1 液状化危険度マップ 
出典)防災ガイドマップ：千曲市 

 

  

○：調査地 
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5-4.設計･施工上の留意点 

(1)支持層について 

一般的に構造物の基礎の支持層選定においては、構造物の配置や基礎構造･上部構造･荷重等

によって異なるものの、以下のような条件が重要となる。 

・上部荷重を支えるのに十分な支持力がある。 

・層厚が充分にあること(概ね 3～5m 以上)。 

・支持層とした下部に圧密沈下を引き起こすような軟弱粘性土層がないこと。 

・砂層で地震時に液状化を発生させないこと。 

・施工可能な深度に分布している。 

また、基礎に作用する荷重の規模によっても一概には決め難いが、｢道路橋示方書･同解説｣

(日本道路協会)で示されている良質な地盤の目安は、以下のとおりとなっている。 

・砂,砂礫層 ・・・・・・Ｎ値 30以上 

・粘性土層 ・・・・・・Ｎ値 20以上[qu=400kN/m2以上] 

となっている。 

調査地の地層構成は、埋土層(B)、沖積砂礫層(Ag)で両層とも砂、砂礫層であり、それぞれ

の設計Ｎ値は、B 層で 14、Ag 層で 61 であることから、Ag 層が良質な地盤となり、支持層とし

て適していると考えられる。 

地盤の許容応力度は、「建築基準法施行令第 93 条(地盤及び基礎ぐい)」より、表-5.4.1 に示

すような目安の値が示されている。Ag 層を支持層とした場合、設計Ｎ値 61 であることから、

表-5.4.1の「密実な礫層」に相当し、長期許容応力度は 300kN/m2が期待できる。 

 

表-5.4.1 地盤種類による許容応力度 

地盤 
長期に生ずる力に対する 
許容応力度(単位 kN/m2) 

短期に生ずる力に対する 
許容応力度(単位 kN/m2) 

岩盤 1,000 

長期に生ずる力に対する 

許容応力度のそれぞれの 

数値の 2 倍とする。 

固結した砂   500 

土丹盤   300 

密実な礫層   300 

密実な砂質地盤   200 

砂質地盤(地震時に液状化のお
それのないものに限る。)    50 

堅い粘土質地盤   100 

粘土質地盤    20 

堅いローム層   100 

ローム層    50 
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(2)地下水位について 

調査地では、ボーリングの無水掘削によりGL-2mまで地下水位がないことが確認されてお

り、掘削後の孔内水位計測や現場透水試験結果から、GL-5m付近(H＝376m付近)に地下水位が存

在していることが明らかになった。 

地下水位の賦存する地層は沖積砂礫層(Ag)であり、現場透水試験結果から透水係数kはk＝

2.62×10-4（m/s）と比較的透水性のよい地層で、千曲川に近接しているため流量も豊富であ

る。したがって、基礎工事などで、地下水位以深の掘削を行う場合は、地下水対策を十分に検

討する必要がある。 

 

(3)浸透施設の設置可能性について 

浸透施設の設置適地・不適地については、「雨水浸透施設技術指針(案) 調査・計画編」よ

り、表-5.4.2のような判定が示されている。 

今回の調査結果から、Ag層の地盤状況は以下のとおりとなる。 

・調査地は、5-1.地質の分布と性状で述べたように、谷状の氾濫平野に位置しているが、地

層構成が砂、礫などの河川堆積物が堆積している扇状地と同等の構成となっている。 

・現場透水試験結果から、Ag層の透水係数はk＝2.62×10-4（m/s）が得られている。 

・地下水位は、4-3.地下水位で述べたように、GL-5m付近に存在している。 

・粘土の占める割合は、粒度試験結果から2.0～7.4%である。 

以上の結果より、砂、礫などからなる扇状地性の氾濫平野であり、透水係数は大きく、地下

水位は深く、粘土分の占める割合が非常に小さいことから、浸透施設の設置については適地で

あると考えられる。 

なお、浸透施設の浸透能力に影響する飽和透水係数k0は、Ag層の粒度試験結果から平均50%粒

径が0.4～16.7mmであり、表-5.4.2の粒径による飽和透水係数の概略値から、k0＝8.5×10-4 ～

3.0×10-2（m/s）程度が期待できると考えられる。 
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表-5.4.2 浸透施設の設置適地・不適地 
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(4)礫径について 

調査地の地層構成は、埋土層(B)、沖積砂礫層(Ag)で両層とも砂、砂礫層である。 

これらの地層を構成する礫は、ボーリング結果から最大礫径φ250mm前後が確認されている

が、図-5.4.1に示すように礫の形は、多くの場合球状ではなく、偏平で寝るような形に堆積し

ていることが多いため、ボーリングで掘削する礫径は短い辺を測っている可能性がある。した

がって、ボーリングで確認された最大礫径であるφ240mm前後の約3倍となるφ720mm前後の玉

石や大礫の存在が想定されることから、基礎工事ではこの礫層や礫径を考慮した施工が必要と

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.4.1 ボーリングで確認される玉石と最大礫径の関係 

※出典･引用：ボーリング野帳記入マニュアル(社)全国地質調査連合会･平成12年9月 
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JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

0.30 0.30
1.00 84 0.50 0.20 420
1.00 121 0.68 0.18 672

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃25回
打撃20回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-1(H=380.81m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

掘削開口

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

0.30 0.30
1.00 84 0.50 0.20 420
1.00 121 0.68 0.18 672

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-1(H=380.81m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)

掘削開口

土質 長期許容支持力

打撃25回 2 30 120
打撃20回 2 47 120

特記事項

礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 39 0.25 0.25 156
1.00 39 0.50 0.25 156
1.00 62 0.75 0.25 248
1.00 93 0.99 0.24 388

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)
特記事項

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-2(H=380.42m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

ジャリジャリ
ジャリジャリ

打撃20回

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 39 0.25 0.25 156
1.00 39 0.50 0.25 156
1.00 62 0.75 0.25 248
1.00 93 0.99 0.24 388

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土

特記事項

ジャリジャリ 2 19 120
打撃20回 2 28 120

2

土質 長期許容支持力

ジャリジャリ 2 12 120
12 120

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-2(H=380.42m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 130 0.25 0.25 520
1.00 101 0.50 0.25 404
1.00 87 0.75 0.25 348
1.00 1 1.00 0.25 4
1.00 4 1.25 0.25 16
1.00 55 1.50 0.25 220
1.00 147 1.71 0.21 700

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃10回
打撃10回

打撃5回
打撃35回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-3(H=380.46m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

打撃25回

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 130 0.25 0.25 520
1.00 101 0.50 0.25 404
1.00 87 0.75 0.25 348
1.00 1 1.00 0.25 4
1.00 4 1.25 0.25 16
1.00 55 1.50 0.25 220
1.00 147 1.71 0.21 700

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-3(H=380.46m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)

打撃25回 2

土質 長期許容支持力

打撃10回 2 29 120
37 120

打撃10回 2 25 120
2 2 32
2 3 40

礫質土
礫質土

打撃5回 2 17 120
打撃35回 2 49 120

特記事項

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

0.15 0.15
1.00 149 0.25 0.10 1490
1.00 399 0.50 0.25 1596
1.00 260 0.75 0.25 1040
1.00 168 1.00 0.25 672
1.00 62 1.25 0.25 248
1.00 56 1.50 0.25 224
1.00 78 1.75 0.25 312
1.00 154 1.91 0.16 963

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃30回
打撃99回

打撃5回
打撃30回

打撃65回
打撃15回
打撃5回
ガリガリ

調 査 件 名 2024年4月25日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

望月　優二

晴れ

試 験 者S-4(H=381.05m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

開口掘削

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

0.15 0.15
1.00 149 0.25 0.10 1490
1.00 399 0.50 0.25 1596
1.00 260 0.75 0.25 1040
1.00 168 1.00 0.25 672
1.00 62 1.25 0.25 248
1.00 56 1.50 0.25 224
1.00 78 1.75 0.25 312
1.00 154 1.91 0.16 963

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月25日

S-4(H=381.05m) 試 験 者 望月　優二

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 晴れ

砂・礫→2 (告示式)

開口掘削

土質 長期許容支持力

打撃30回 2 102 120
打撃99回 2 109 120
打撃65回 2 72 120
打撃15回 2 47 120

打撃30回 2 67 120

礫質土
礫質土
礫質土

打撃5回 2 19 120
ガリガリ 2 17 120
打撃5回 2 23 120

礫質土

特記事項

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 44 0.25 0.25 176
1.00 50 0.50 0.25 200
1.00 28 0.75 0.25 112
1.00 46 1.00 0.25 184
1.00 44 1.25 0.25 176
1.00 60 1.50 0.25 240
1.00 70 1.58 0.08 875

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃5回
打撃5回
打撃15回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-5(H=380.86m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 44 0.25 0.25 176
1.00 50 0.50 0.25 200
1.00 28 0.75 0.25 112
1.00 46 1.00 0.25 184
1.00 44 1.25 0.25 176
1.00 60 1.50 0.25 240
1.00 70 1.58 0.08 875

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-5(H=380.86m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)

2

土質 長期許容支持力

2 15 120
14 120

2 10 97
2 14 120

打撃5回 2 14 120
礫質土
礫質土

打撃5回 2 18 120
打撃15回 2 61 120

特記事項

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 76 0.25 0.25 304
1.00 161 0.50 0.25 644
1.00 67 0.75 0.25 268
1.00 165 1.00 0.25 660
1.00 37 1.25 0.25 148
1.00 78 1.50 0.25 312
1.00 75 1.55 0.05 1500

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃25回
ジャリジャリ

打撃35回

打撃5回
打撃25回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-6(H=380.77m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 76 0.25 0.25 304
1.00 161 0.50 0.25 644
1.00 67 0.75 0.25 268
1.00 165 1.00 0.25 660
1.00 37 1.25 0.25 148
1.00 78 1.50 0.25 312
1.00 75 1.55 0.05 1500

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-6(H=380.77m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)

2

土質 長期許容支持力

打撃25回 2 45 120
22 120

ジャリジャリ 2 20 120
打撃35回 2 46 120

2 12 119
礫質土
礫質土

打撃5回 2 23 120
打撃25回 2 103 120

特記事項

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 21 0.25 0.25 84
1.00 55 0.50 0.25 220
1.00 10 0.75 0.25 40
1.00 12 1.00 0.25 48
1.00 15 1.25 0.25 60
1.00 21 1.50 0.25 84
1.00 45 1.64 0.14 321

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃5回
ジャリジャリ

打撃5回
打撃5回
打撃5回
打撃25回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

内田　知人

雨

試 験 者S-6、S-7間(H=380.79m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 21 0.25 0.25 84
1.00 55 0.50 0.25 220
1.00 10 0.75 0.25 40
1.00 12 1.00 0.25 48
1.00 15 1.25 0.25 60
1.00 21 1.50 0.25 84
1.00 45 1.64 0.14 321

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-6、S-7間(H=380.79m) 試 験 者 内田　知人

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)

2

土質 長期許容支持力

打撃5回 2 17 120
8 80

ジャリジャリ 2 5 54
打撃5回 2 5 59
打撃5回 2 6 66

礫質土
礫質土

打撃5回 2 8 80
打撃25回 2 24 120

特記事項

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 116 0.25 0.25 464
1.00 148 0.50 0.25 592
1.00 57 0.75 0.25 228
1.00 81 1.00 0.25 324
1.00 62 1.25 0.25 248
1.00 76 1.50 0.25 304
1.00 84 1.75 0.25 336
1.00 21 2.00 0.25 84
1.00 97 2.19 0.19 511

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)
特記事項

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

打撃15回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-7(H=380.96m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

打撃10回

打撃20回

打撃15回
ジャリジャリ

ガリガリ
ガリガリ

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 116 0.25 0.25 464
1.00 148 0.50 0.25 592
1.00 57 0.75 0.25 228
1.00 81 1.00 0.25 324
1.00 62 1.25 0.25 248
1.00 76 1.50 0.25 304
1.00 84 1.75 0.25 336
1.00 21 2.00 0.25 84
1.00 97 2.19 0.19 511

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土

特記事項

打撃20回 2 36 120

礫質土
礫質土
礫質土

ガリガリ 2 22 120
ガリガリ 2 25 120

2 8 80
礫質土

2 17 120
打撃15回 2 24 120

ジャリジャリ 2 19 120

打撃15回 2

土質 長期許容支持力

打撃10回 2 42 120
33 120

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-7(H=380.96m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

0.44 0.44
1.00 8 0.50 0.06 133
1.00 16 0.75 0.25 64
1.00 19 1.00 0.25 76
1.00 96 1.25 0.25 384
1.00 195 1.50 0.25 780
1.00 60 1.75 0.25 240
1.00 142 1.91 0.16 888

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

打撃20回

ジャリジャリ
打撃5回
打撃20回
打撃5回

調 査 件 名 2024年4月25日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

望月　優二

晴れ

試 験 者S-8(H=381.24m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

開口掘削

特記事項

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

0.44 0.44
1.00 8 0.50 0.06 133
1.00 16 0.75 0.25 64
1.00 19 1.00 0.25 76
1.00 96 1.25 0.25 384
1.00 195 1.50 0.25 780
1.00 60 1.75 0.25 240
1.00 142 1.91 0.16 888

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月25日

S-8(H=381.24m) 試 験 者 望月　優二

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 晴れ

砂・礫→2 (告示式)

開口掘削

土質 長期許容支持力

2 11 110
2 6 68

ジャリジャリ 2 7 76
2 28 120

礫質土
礫質土
礫質土

打撃20回 2 54 120
打撃5回 2 18 120
打撃20回 2 61 120

特記事項

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 46 0.25 0.25 184
1.00 45 0.50 0.25 180
1.00 6 0.75 0.25 24
1.00 6 1.00 0.25 24
1.00 19 1.25 0.25 76
1.00 34 1.50 0.25 136
1.00 5 1.75 0.25 20
1.00 13 2.00 0.25 52
1.00 8 2.25 0.25 32
1.00 5 2.50 0.25 20
1.00 27 2.75 0.25 108
1.00 60 2.77 0.02 3000

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)
特記事項

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

打撃15回

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-9(H=380.97m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

打撃5回

打撃5回

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 46 0.25 0.25 184
1.00 45 0.50 0.25 180
1.00 6 0.75 0.25 24
1.00 6 1.00 0.25 24
1.00 19 1.25 0.25 76
1.00 34 1.50 0.25 136
1.00 5 1.75 0.25 20
1.00 13 2.00 0.25 52
1.00 8 2.25 0.25 32
1.00 5 2.50 0.25 20
1.00 27 2.75 0.25 108
1.00 60 2.77 0.02 3000

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

礫質土

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土

特記事項

打撃5回 2 9 95 礫質土
打撃15回 2 203 120 礫質土

2 4 49
2 3 42

礫質土
礫質土
礫質土

2 11 112
2 3 42
2 5 61

礫質土

2 4 44
2 4 44
2 7 76

2

土質 長期許容支持力

打撃5回 2 14 120
14 120

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-9(H=380.97m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 33 0.25 0.25 132
1.00 78 0.50 0.25 312
1.00 120 0.75 0.25 480
1.00 43 1.00 0.25 172
1.00 162 1.25 0.25 648
1.00 139 1.50 0.25 556
1.00 153 1.75 0.25 612

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)
特記事項

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

調 査 件 名 2024年4月24日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

大寺　正浩

雨

試 験 者S-10(H=381.02m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

ジャリジャリ
打撃20回
打撃20回
打撃30回

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 33 0.25 0.25 132
1.00 78 0.50 0.25 312
1.00 120 0.75 0.25 480
1.00 43 1.00 0.25 172
1.00 162 1.25 0.25 648
1.00 139 1.50 0.25 556
1.00 153 1.75 0.25 612

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土

特記事項

礫質土
礫質土

打撃20回 2 39 120
打撃30回 2 43 120

2 34 120
ジャリジャリ 2 14 120

打撃20回 2 45 120

2

土質 長期許容支持力

2 23 120
11 109

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月24日

S-10(H=381.02m) 試 験 者 大寺　正浩

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 雨

砂・礫→2 (告示式)



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数貫入深さ 貫入量 1m当たり 深さ

Wsw Na D L ｍ

kN m m Nsw 0        50        100      200    300   400  500

1.00 57 0.25 0.25 228
1.00 37 0.50 0.25 148
1.00 47 0.75 0.25 188
1.00 65 1.00 0.25 260
1.00 14 1.25 0.25 56
1.00 17 1.50 0.25 68
1.00 31 1.75 0.25 124
1.00 61 2.00 0.25 244
1.00 220 2.25 0.25 880

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)
特記事項

スクリューウエイト貫入試験

荷重   Wsw

0.25   0.50   0.75

kN
貫入量1m当たりの半回転数   Nsw

自動制御

結果図表

打撃10回

調 査 件 名 2024年4月25日令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

の半回転数 記事

載荷装置の種類

望月　優二

晴れ

試 験 者S-11(H=380.82m)

回転装置の種類 自動回転装置 天候

ジャリジャリ

ガリガリ
打撃40回

打撃15回
ジャリジャリ
ジャリジャリ

ガリガリ

 1

 2

 3



JIS A 1221

試験年月日

地点番号(地盤高)

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり

Wsw Na D L
kN m m Nsw

1.00 57 0.25 0.25 228
1.00 37 0.50 0.25 148
1.00 47 0.75 0.25 188
1.00 65 1.00 0.25 260
1.00 14 1.25 0.25 56
1.00 17 1.50 0.25 68
1.00 31 1.75 0.25 124
1.00 61 2.00 0.25 244
1.00 220 2.25 0.25 880

Ｎ sw＝(1.0/Ｌ)Ｎ a Ｎ a：半回転数、Ｌ：貫入量(m)

礫質土

礫質土
礫質土
礫質土
礫質土

特記事項

打撃40回 2 61 120

礫質土
礫質土
礫質土

ジャリジャリ 2 7 71
ガリガリ 2 10 104
ガリガリ 2 18 120

礫質土

ジャリジャリ 2 15 120
打撃15回 2 19 120

2 6 64

打撃10回 2

土質 長期許容支持力

2 12 119
17 120

スクリューウエイト貫入試験 換算表

調 査 件 名 令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託 2024年4月25日

S-11(H=380.82m) 試 験 者 望月　優二

想定土層の半回転数 記事 粘性土→1 換算Ｎ値 ｑａ   (kN/m2)

載荷装置の種類 自動制御 回転装置の種類 自動回転装置 天候 晴れ

砂・礫→2 (告示式)



 

 

 

・現場透水試験データ  



調査件名

地点番号

 試　験　方　法 晴

 試験区間の深さ -6.00 ～ -6.50 GL ｍ 0.48

 試験区間の長さ L 1' ｍ -

 平 衡 水 位 測 定 L 2' ｍ -

 平　衡　水　位 Ｄ ｍ 0.066

 試験開始水位差 d ｍ 0.076

d e ｍ 0.076

ｈ-ｔ曲線

log ｓ-ｔ曲線

ｓ 2.62E-04

ｓ

ｍ

ｍ

特記事項

経過時間 水位測定管内 水位差ｓ

t

ｓ

水位　h （＝h 0－h）

GL ｍ ｍ

0 -6.370 0.970

15 -5.755 0.355

30 -5.720 0.320

45 -5.670 0.270

60 -5.630 0.230

120 -5.545 0.145

180 -5.470 0.070

240 -5.455 0.055

300 -5.440 0.040

600 -5.400 0.000

900 -5.400 0.000

直線上の点座標　t 1 0

試　　　験　　　結　　　果

直線勾配ａ 1/s

直線上の点座標　s 2

15

0.970

0.355

直線上の点座標　s 1

直線上の点座標　t 2

透水係数ｋ　ｍ/s2.91E-02

回復

0.50

試験後

-5.400

0.970

試　　　験　　　記　　　録

GL ｍ

Ｌ ｍ

（地盤高）

試験条件

 天　　　　　　候

 管　口　の　高　さ

 上　部　離　隔　長

令和5年度　戸倉体育館地質調査業務委託

A-1（H=380.93m）

ＪＧＳ　 1314 単孔を利用した透水試験(非定常法／直線勾配法)

試験年月日

試　験　者

2024年6月11日

吉野 晃弘

 下　部　離　隔　長

 試 験 区 間 の 孔 径

 測定パイプの内径

 等 　価　 内　 径

h 0　GL ｍ

s p　ｍ

-6.6
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・室内土質試験データ  





















 

 

 

・調査位置図（A1） 

 

・断面切断線図（A1） 

 

・推定地層断面図（A1） 
 


















